
１. ものづくり教育とは

厚生労働省が平成13年に発表した ｢若年者に対する熟練技能技術者によるものづくり教育・

学習の在り方について－ 『ものづくり教育・学習に関する懇談会』 報告書－｣� によれば､ も

のづくり教育の目的として以下の３点が挙げられている｡

｢ものづくり教育・学習の意義やねらい

・ものづくりの体験は､ 作る喜びや完成の達成感を味わうことができ､ 日常の教育・学習では

得にくい驚きや感動を得ることができる｡ また､ 知識や理論を実感を伴って理解できる｡

・専門分野に優れるということが社会人として重要であるとの理解を進めるとともに､ 技能者

や技術者の社会的な役割の重要性の理解を深める｡

・主体的に取り組む態度や創造力､ ひとつのものに取り組む集中力や忍耐力､ 協調する態度を

醸成することができ､ 望ましい職業観や勤労観を育成することが期待される｡ このように､

『ものづくり』 は 『人づくり』 とも言えるものである｡｣

ものづくりによって得られる意義をまとめたものであり､ それぞれに重要な内容を含んでい

ると思われる｡ また単なる作品の善し悪しを問うものではないということが明瞭に示されてお

り､ ものを作ることを通して人を多面的に成長させる可能性が指摘されていると言える｡

神戸山手短期大学紀要第55号 (2012�12)

― 39 ―

高等教育機関におけるものづくり教育の現状と課題
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中 西 眞 弓

キーワード：ものづくり､ 短大・大学教育､ 教育方法､ 教育意義､ 事例報告

要 約

ものづくり教育が教育上の大きな役割をもつものと期待されながら､ その定義は曖昧であり､ 対象
や目的によって異なる教育的効果を分けて論じる必要があると考えられる｡ 初等教育においてはもの
づくりそのものを目的としながら人間的な発展を期待することが多い反面､ 高等教育機関でのものづ
くりは､ プロ養成の職業教育や研究対象として展開されることが多い｡ しかし､ 高等教育機関におい
ても､ ものづくりによって ｢考える力｣ ｢工夫する力｣ ｢集中力｣ ｢美的感性｣ などを高めることが出
来るだけでなく､ ものづくりの楽しさを利用して､ 教育的に大きな効果をもたらすことが可能である｡
高等教育機関においても､ これからの教育方法を工夫する上で､ ものづくりをいかに取り入れ､ 位置
づけていくかが重要な課題となると考えられる｡



一方､ 経済産業省2012年度版ものづくり白書�によれば､ ｢我が国のものづくり人材の育成

にあたっては､ 大学の工学関連学部､ 高等専門学校､ 高等学校の専門学科､ 専修学校において

行われる職業教育が大きな役割を担っている｡ また､ 我が国のものづくりの次代を担う人材の

育成のためには､ 小学校､ 中学校､ 高等学校における理数教育等を始めとしたものづくり教育

を充実していくことや､ あらゆる学校段階を通じた体系的なキャリア教育を推進していくこと

が大切である｡｣ と述べられており､ ｢ものづくりを行う者｣ すなわち物を作ることを職業とし

ている技術者を育てるという考え方が根強いことをうかがわせる｡

これらの２つの例を見るだけでも､ ものづくり教育の意味や意義は､ その対象や状況や用い

られ方によって違いが生じ､ 多様であることがうかがえる｡ 2010年４月より小学校教員養成課

程に ｢ものづくり教育選修｣ を開講した東京学芸大学では､ 学校��とは別に運営しているも

のづくり教育の��の中で､ 東京学芸大学副学長の田中喜美氏が ｢『ものづくり教育』 なる用

語が､ 世間で市民権を得たものになっているかは､ はなはだ疑わしい｡ 少なくとも､ 『ものづ

くり教育』 がきちんと定義され､ それが教育界である程度の合意に達しているという状況では

まったくない｡｣ と述べ､ ｢ここでいう 『ものづくり教育』 とは､ 活動主義の教育思想に立脚し､

子どもたちが､ 現実の物的世界に他者との関係性をもって積極的に働きかけ､ 目的にそって対

象物を変化させるとともに､ そのことを通して､ 子どもたち自身を変化・発達させる教育活動｣

であるとしている�｡

ものづくりは､ 前述の ｢ものづくり教育・学習に関する懇談会｣ 報告書に見られる目的の一

つ一つが示すように､ まず､ ほかの目的の手段として興味を持たせるために ｢楽しい｣ ことが

理由で取り上げられるものである場合や､ 技術や技能を学ぶ場合や､ またそれとともに技術者

や技能者の役割の重要性を理解するためや､ それとは全く異なり､ 創造力や集中力､ 忍耐力､

工夫する力など､ 社会的基礎力を高めることを期待する場合があると言える｡ つまり､ 同じも

のづくりという言葉であっても､ それが人の注意を喚起するためだけの ｢手段｣ としてのもの

であったり､ 社会的な基礎力を養うといった ｢目的意識的な手段｣ として用いられる場合であっ

たりするだけでなく､ ものづくりそのものが目的であり､ 良いものを作るためのノウハウを学

んだり､ 熟練した技術を身につけたり､ ものづくりを通して､ デザインや美的な感性を学んだ

りするといった､ 多様な期待を込めてものづくりが行われているのだと考えられる｡

三重大学教育学部松本金矢氏は､ 平成13年度県内高等教育機関と県との共同研究 ｢早期もの

づくり教育に関する調査報告書｣ における ｢ものづくり教育の意義と条件｣ の冒頭で次のよう

に述べている｡ ｢様々な場面でものづくり教育の必要性がさけばれている｡ しかしながらその

理由はひとつではなく､ ものづくり教育に期待するものはそれぞれの立場により異なっている｡

また､ ものづくり教育を推進する手段もバラエティーに富んでいる｡ ものづくり教育の実践者

が､ 教える相手や与えられた環境に応じて､ 目的を達成するにふさわしい教材・教具を選択・

開発しているからである｡ このように､ 手段だけでなく目的すら異なる教育実践を､ 単にもの

高等教育機関におけるものづくり教育の現状と課題

神戸山手短期大学紀要第55号 (2012�12)

― 40 ―



づくり教育という名称で括り､ その方向性を議論したり効果を評価することは困難であると考

える｡ 効果や実践結果に対する評価を同じ土俵で行うためには､ まずものづくり教育の定義を

明確にし､ 目的や対象ごとに分類した上で､ 実践のための条件を定め､ 手段を選択する必要が

ある｡｣� 松本氏は､ 小学校低学年以下のものづくり教育に関して､ ものづくりそのものを目

的とする場合とものづくりを通して別の目的を達成しようとする場合にわけて論じているが､

適切な配慮であると考えられる｡

２. 対象による違い

まず､ 対象によってものづくり教育の意義や条件がどのように異なってくるのかを概観する｡

対象が幼児・児童の場合､ ものづくりそのものが目的となることも多いが､ その目的を達成と

する過程で得られる､ 創造力､ 忍耐力､ 協調性など､ 多面的な人間的成長への期待が背景にあ

る場合も多い｡ 前述の東京学芸大学の定義においても､ ｢対象物を変化させる｣ ＝ ｢ものづく

りそのもの｣ と､ それによる児童自身を変化・発展させることを期待するというものづくりの

定義にもそれが現れているといえよう｡ 対象年齢が低いため､ ものづくりの技術は限られ､ も

のづくりが芸術や科学的な価値を持つところを期待するわけではない｡ 出来た作品の善し悪し

以前に､ ものづくりに興味を持ってもらうためという目的が掲げられることも多い｡ 従って､

ものづくりそのものが目的か､ それによる児童の成長が目的かの違いはあまり明確には分離さ

れにくい特徴がある｡

中学・高校時においては､ ものづくりは ｢技術・家庭｣ ｢美術｣ に限られることが多く､ 理

科領域の一部に見られるにとどまっていることが多い｡ 教科の性格や内容によって､ 目的は異

なってくるが､ 受験を見据えた教育の中で､ どちらかといえば軽視される傾向にあるのではな

いだろうか｡ 三重大学教育学部の松岡守氏は ｢早期ものづくり教育に関する調査報告書｣ の中

で ｢イギリスにおいては､ 日本の小学１年生から高校３年生に対応する全学年で必修となって

いるのは､ 英語 (つまり国語)､ 数学､ 理科､ 技術 (ものづくり)､ 情報､ 体育であることがわ

かる｡｣ ｢私は早い時期 (小学校) から将来は理工系の職業に就きたいと決めていたが､ 高校は

普通科であったため､ 高校の３年間全くものづくりの機会がなかった｡ 多くの理工系の大学生

は私と同じように､ ものづくりに関して空白の３年間を高校で経験しているはずで､ これは考

えてみれば実におかしなことである｡｣� と述べている｡

高専､ 短大､ 大学といった高等教育においては､ 専攻､ 専門がものづくりに関わるかどうか

で､ 大きく異なっている｡ そこでは､ ものづくりを通じて人間的な発展を期待するというより

は､ ものづくりのプロとして求められるものを会得するためのカリキュラムや純粋な研究に必

要とされるものづくりのカリキュラムが準備されていることが多いと言える｡ 冒頭で引用した

経済産業省のものづくり白書に示されていたように､ 我が国のものづくり人材の育成を､ そう

した職業教育に期待する人は多く､ また研究分野によっては､ 研究上のニーズに合わせてもの
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づくり (当事者にも ｢ものづくり｣ と認識されることは少ないかもしれないが) が行われるこ

とも多い｡

このように､ ものづくり教育に期待されるものは､ 対象の成熟度とともに変化していること

が多いと考えられる｡

３. 短大､ 大学における ｢プロ育成｣ や ｢研究対象｣ 以外のものづくり

指導要領の縛りのない短大や大学においては､ 学科や専攻・コース等の目的に沿った独自な

カリキュラムの中でものづくりを行うこともあり､ また当該科目ごとに担当者の裁量に委ねら

れるため､ 担当者の判断によってはものづくりが取り入れられることがある｡

短大・大学における ｢プロ養成｣ や ｢研究対象｣ 以外のものづくりについては､ 研究主体の

大学教育において､ どちらかといえば軽視されがちな傾向があると感じられるが､ このものづ

くりには大変大きな可能性があり､ これからの教育に重要な意味を持つのではないかと考えて

いる｡

｢プロ養成｣ や ｢研究対象｣ 以外のものづくりにも､ ものづくりをある程度の目標に据えな

がら､ ものを考える力や工夫する力､ 美的感性を高めること､ 集中力を養うこと等の様々な社

会的基礎力育成に期待をする科目と､ 主とした目標はものづくりではないものの､ ものづくり

を教育方法の一部に加えることにより､ その科目が充実することを狙ったものがある｡ そのい

ずれもが大学教育においても非常に有効であると考えられる｡

４. 折紙の広まりと期待

｢プロ養成｣ 以外のものづくりの中で､ 極めて注目を集めているものづくりは折紙であろう｡

東京大学折紙サークル�が数々のメディアに取り上げられ､ 折紙に関する認識を改めた人も多

いと思われるが､ 今や国内の多くの大学で折紙を取り上げているだけでなく､ マサチューセッ

ツ工科大学 (米) においても折紙に対する注目度が高まっている�というほど､ 折紙の有用性

についての認識は広まっている｡

元来､ 折紙は研究と関わりが深く､ 様々な分野の第一人者が折り紙に着目し､ 成果を上げて

きた経緯がある｡ 三浦公亮氏 (東京大学名誉教授・文部科学省宇宙科学研究所) が1970年に宇

宙構造物の模型制作においてミウラ折りと呼ばれ､ 地図等に広く活用される折り方を考案し�､

大きな注目を集めた｡ 建築分野でも､ 1981年に東京工大教授の茶谷正洋氏が､ 折り紙の手法を

応用して一枚の紙から建築物や風景､ 動物などの様々な造形物を表現する ｢折り紙建築｣ を考

案�し､ その後 ｢��������	��
�����
��｣ として世界中に広まり､ 関連書籍も多く刊行されるな

ど人気を博している｡ 数学の分野は､ より古くから純粋な研究対象として作図とともに紙を折

ることが行われているが､ 1979年に大阪大学・名古屋大学名誉教授で物理学者である伏見康治

氏によって単行本 ｢折り紙の幾何学｣ が出版�され､ 一層の注目を集めることとなった｡ 折り
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紙は世界中で ｢�������｣ の名称で注目され､ 1989年以降は学術国際会議が開かれるようにな

り�､ 多くの大学でも様々な目的で折紙を研究に関連づけているのである｡

しかし､ 数学に代表されるような有用な研究の一手段としての折紙ではなく､ 前述の東京大

学やマサチューセッツ工科大学の折紙サークルの活動が､ 折り紙作品を楽しみながら作成する

ことに主をおいている点は着目すべき点である｡ 紙の材質や色を選び､ 折り方を工夫して作品

を作っている点は､ ものづくりそのものであり､ 制作活動において知的好奇心が高められる行

為であると考えられるからである｡ こうしたものづくりとしての折紙は､ まだ授業の中に組み

込まれるまでには至っていないが､ これからの大学教育においても可能性を感じさせるものづ

くりの一つではないだろうか｡

５. ものづくり科目の事例 ｢ハンドクラフト｣ について

本学では､ 生活学科の総合目標として ｢生活および仕事のための基礎力 (人間関係力､ 美的

感性など) をつける｣ を掲げており､ 基礎力の具体的な内容としては ｢人間関係力｣ ｢美的感

性｣ そして ｢広い意味での研究力 (仕事力・生活力)｣ の３つを想定しており､ その目標にそっ

たカリキュラムの一つとして ｢ものづくり｣ を通じてそれらの基礎力を高めることを考えてい

る｡ 代表的な科目の一つにコースにかかわりなく履修できる ｢ハンドクラフト｣ がある｡

４年前から開講しているこの科目は､ 一種類のものづくりではなく､ 多様なものづくりの体

験を行うことで､ 人と協力して作業をすることや､ 美的感性を高めること､ 工夫する力などを

養うことを期待したものであり､ 本格的な作家の集まるものづくり工房のプロにもいくつかの

体験をさせてもらうことを含んだ内容として実施してきたものである｡ 履修希望者数は比較的

多く､ 履修制限人数を超えなかったのは４回中１回のみであり､ ２倍以上の履修希望者があっ

た年度もある｡

この科目を履修した学生に授業前にアンケートをとった結果が図１である｡ 今年度の履修人

数は18名である｡ ものづくりの一部として､ ①絵画､ ②工作､ ③手芸､ ④料理といった分野ご

とに好きかどうかをたずねてみたが､ 工作がやや好まれてはいるものの､ さほどものづくりが

好きという印象はない｡ 最も大きな特徴は､ ⑮ ｢先生の講義を聞く授業が好きである｣ という

学生が非常に少なく､ 反面⑯ ｢自分が手を動かす授業が好きである｣ という学生が大多数であ

る点であろう｡ ⑨ ｢みんなでワイワイ作業するのが好き｣ という項目も､ ⑩ ｢一人でじっくり

作業するのが好き｣ という項目もどちらも肯定的であり､ 友達と一緒にするだけでなく､ 一人

で集中して作業することも含めて､ 手を動かすことに肯定的であると言える｡ ⑬ ｢難しいこと

は避けて通りたい｣ という項目も肯定的であり､ ｢楽である｣ ことだけを求めている学生たち

であるかの印象を受けるかもしれないが､ 一般論としての回答として捉えたい｡ 図２は､ もの

づくりの過程で大切な材料がないことに気づいたらどのような行動をとるかとたずねたもので

ある｡ 最も多い回答は､ ｢あるもので工夫して作る｣ であり､ 材料を買いに行く｣ や ｢作るも
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のを変更して仕上げる｣ など意見が分かれた

ものの､ ｢やめる｣ は一人にとどまっており､

多少の困難が生じても好きなことややる気が

あれば乗り越えていくことができることを示

している｡

ハンドクラフトの内容は､ 2012年度は ｢粘

土スィーツ｣ ｢書に遊ぶ｣ ｢彫金で指輪作り｣

｢ガラス絵｣ ｢エコクラフトでかご作り｣ ｢グ

ラスリッツェン｣ ｢プリザーブドフラワーア

レンジ｣ の７種類のものづくりである｡ ｢書に遊ぶ｣ ｢彫金で指輪作り｣ ｢ガラス絵｣ はプロの

アーティストが参加しているものづくり工房 ｢波止場町���×���｣ にて行った｡ ｢彫金｣ と

｢グラスリッツェン｣ は､ その性格上自由な作品作りをする準備が困難であったため､ 材料が

制作キットのようになってしまったが､ それ以外はできる限り自由な作品作りができるように

配慮している｡ これらの制作内容を選んだ理由は､ 意欲によって簡単なものから難しいものま

で対応でき､ それぞれに異なる能力が要求されるものであること､ そして何よりも出来上がり
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図１ 授業前の学生アンケート

図２ 必要な材料がないことに気づいた時



がそれなりに満足できるものになることを考えている｡ 単なる ｢楽しさ｣ ｢楽さ｣ だけで履修

したのかもしれないが､ これまでの履修者の多くは ｢こんなに頭を使ったのは久しぶりだ｣ と

いう感想を漏らしていた｡ 授業終了時にものづくりで使ったものが､ 手先や体でなく､ 集中力

でもなく､ ｢頭｣ だという感想に驚いたものである｡

図３は授業終了後の学生のアンケート結果である｡ 全体的にみて概ね肯定的な評価であると

いえよう｡ 最も高評価であるのは､ ② ｢友達と一緒に作業して楽しかった｣ ではあるが､ ①

｢作品は自分なりにうまくできた｣ ⑦ ｢作った作品には愛着がある｣ ④ ｢制作した作品は使え

そうだ｣ への高い評価に見られるように､ 制作したものが満足でき､ 愛着が持てるものである

ことはものづくりをする上で非常に大切であると考えられる｡ そして⑨ ｢考えたり工夫したり

することが多い｣ と感じる人が多いことも例年通りであり､ ものづくりをすることは､ 非常に

考えたり工夫したりすることが求められ､ ｢楽しさ｣ が意欲を高めることにつながっていると

考えられる｡

この ｢ハンドクラフト｣ の授業を通じて最も印象的であるのは､ 学生たちが他の授業以上に

積極的に熱心に授業に取り組んでいたことである｡ 授業開始時間の前から登校し､ 学校の閉門

時間ギリギリまで作業をする学生の姿は､ 授業前に ｢難しいことは避けて通りたい｣ と答えてい

た学生が多かったことからは想像もできないことである｡ 難しくても面倒でも､ 要はやる気の問

題である｡ このやる気を出させるために､ 楽しい行為であるものづくりは非常に貢献していると

考えられ､ 普段以上に工夫したり発見したりすることができるのではないかと考えられる｡
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図３ 授業終了後の学生アンケート



６. 教育方法論としてのものづくり

ものづくりが楽しい行為であることを利用して､ 教育上の効果を高めようとすることも非常

に可能性を持っていると考えられる｡

建築・インテリア分野ではしばしば模型制作を行うが､ 設計者が設計上の確認を行うために

用いるスタディモデルでも､ 完成作品を第三者 (多くは依頼者) に理解してもらうために作る

完成模型でもなく､ 本学ではインテリアコースの学生に､ 最初に理想の部屋の模型制作をさせ

ている｡ 1�20で作ったドールハウスのようなリアルな模型を作成することで､ 建築や家具につ

いての関心を高め､ 知識を深めてもらうことが目的である｡ 木材や畳表､ 丁番など金具も使用

し､ 部屋と室内装飾品､ 家具を作成することで､ 大まかなインテリアコーディネートを体験し､

住宅の構造の一部にまで興味を持つことができると考えている｡ 学生は自分の理想とする空間

を作成するために､ ｢出窓はどうなっているのか｣ ｢ロフトを作るにはどうすればよいか｣ 等を､

考えたり調べたり聞いたりするようになるのである｡

このようにものづくりをすることで､ より一層深いところまで学生の興味を引き出そうとす

る試みがハーバード大学でも展開されているようである｡ ハーバード大学東アジア学部で2009

年から2011年の３年間にわたって日本史の講義をされた北川智子氏は､ 日本史の授業において

絵画制作､ 地図作り､ エッセイづくり､ ラジオ番組作り､ 映画製作を課題としている�｡ 美術

専攻の学生が絵画を書くのではなく､ 映画製作を専門とするわけでもないため､ 絵画の美しさ

や映画の素晴らしさが問われるものではない｡ それらを制作することで､ 本当は自分に見えて

いなかった､ 気づかなかった現象や心情に気づき､ それをまた深く調べ､ 形作ることの大切さ

を教えたかったのではないだろうか｡ その斬新な講義にハーバードの学生たちが高い評価をし､

受講者数が飛躍的に伸びたというのだから､ ｢楽しさ｣ を伴った知的探究心がとてもパワフル

な作品作りを後押しし､ 学生自身も満足のいく日本史の授業となったのであろう｡

７. 高等教育機関におけるものづくり教育の現状と課題

ものづくり教育は､ 高等教育機関においては ｢プロ養成｣ と ｢研究対象｣ が主である｡ しか

しながら､ ものづくりを楽しむことで得られる人間の意欲は､ 熱意を高め､ 気づかない間に通

常以上の努力をさせ､ そのことから ｢工夫する力｣ や ｢創造力｣ ｢集中力｣ ｢実践力｣ ｢諦めな

い心｣ ｢豊かな感性｣ を育むことが可能であると考えられる｡ それは､ 初等教育だけでなく､

高等教育機関においても重要であるといえる｡ また､ ものづくりの楽しさによって引き出され

る本人の興味・関心が､ より教育的な効果をもたらすことができるといえよう｡ 教育における

最も大切なものの一つは､ 本人のやる気ではないだろうか｡ やる気があれば学習効果は非常に

高いものになると思われる｡

ただ､ ものづくり教育にはこのように可能性が多々あるものの､ どんなものづくりをいつさ
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せても良いかといえばそうではない｡ ものづくりそのものが興味の持てないものである場合も

多い｡ 教育者が適切なタイミングで適切なものづくりを提供することは重要であろう｡ どのよ

うなものづくりが学生の興味を引き出し､ それがどのような教育的な効果を引き出すのかは十

分な検討を必要とする｡

高等教育機関においてものづくりは有効な教育方法の手段であるという可能性が高く､ どの

ようなものづくりが教育上求められるのかの条件整理や､ 教育方法との関連等が今後重要な課

題であると考えられる｡

註

� 文部科学省と厚生労働省が共同で本懇談会を開催し､ 地域の熟練技能技術者を講師等として活用し

た ｢ものづくり教育・学習｣ を学校や､ 公民館､ 博物館等の社会教育施設において広く普及させる

ことが極めて重要との認識のもとに､ ものづくり教育・学習の意義やねらい､ 効果的な実施方策に

ついて検討した結果をまとめたものである｡
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�����

� 経済産業省ものづくり白書��

｢第４章ものづくりの基盤を支える教育・研究開発｣ において､ 小・中学校の美術や家庭科にはじ

まるものづくり教育の基盤について言及してはいるものの､ 主として技術者としての教育を中心に

述べており､ ものづくり技術者養成を中心とした内容となっている｡
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� 東京学芸大学 ｢ものづくり教育｣ ��において､ 副学長田中喜美氏は､ ｢『ものづくり教育選修』 は教

科と教科を効果的につなぐ活動や､ 教科とその他のコトをつなぐ活動なども得意とする小学校教員

の育成コース｣ であると述べるとともに､ ものづくり教育とは何かについてまとめられている｡
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� 平成13年度県内高等教育機関と県との共同研究

｢早期ものづくり教育に関する調査研究報告書｣ ３. ４ ｢ものづくり教育の意義と条件｣ において､

冒頭でものづくり教育の多様性に触れている｡
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� 平成13年度県内高等教育機関と県との共同研究

｢早期ものづくり教育に関する調査研究報告書｣ ３. ５ ｢ものづくり教育に対する現状の認識と提

言｣ の中で､ イギリスの2002年以降のカリキュラムの必修科目を一覧に示し､ そのコメントとして

述べている｡
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� 東京大学折紙サークル)��*���では､ サークルの活動の様子が紹介されている｡

����������*����#���	��!�	�

折紙創作集団スクエアは､ 東京大学折紙サークル)��*�の有志が作った集団で､ 折紙作品の受注制作

を始め､ 展示等の活動をしている｡
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� ��*����!�	 '�!���� ���*,-.の学生による作品動画を掲載するとともに､ 折り紙の魅力について

語っている｡

�������������*����!�	����*�
�!�
�	�**�!��*���*�����!
�*����������&���%	��%	���%���%�����������%�� �%

神戸山手短期大学紀要第55号 (2012�12)

― 47 ―



��������	��
���
���
���
���������

� ミウラ折り公式サイト

�		���������������������

� ������
��｢茶谷正洋｣

�		�������������
����������������� �!"����!#�!$��"�%&�%'��"�!(��!

� ������
��｢伏見康治｣

�		�������������
��������������(�! ��)����%"��!��*�!%�!$��"�!��!!

� ������
��｢折り紙の科学国際会議｣

�		�������������
��������������"��%�+���'�����%��$�!(�++��'��,�%���$�%$�+,��*�%&

�%"��*�+!�!&��+�+%�+!��(�! �+%����%&�!#

� ｢ハーバード白熱日本史教室｣ 北川智子著 新潮新書 2012�5

著者の３年間 (執筆時は２年半) の講義内容と講義に対する学生の評価が示されている｡

＜参考資料＞

｢ハンドクラフト学生作品｣

｢室内模型学生作品｣

高等教育機関におけるものづくり教育の現状と課題

神戸山手短期大学紀要第55号 (2012�12)

― 48 ―



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


